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2020 年 8 月 28 日  

コロナ禍における新技術活用について 

                      株式 会社  鹿 児 島 銀 行 

株式会社  九 州 経 済 研 究 所 

 

 [  調査要領  ]  

調査時期  

 

調査方法  

対象企業  

回答企業数  

 

2020 年 6 月下旬  

（第 160 回県内企 業・業況調 査時）  

インターネ ット お よび郵送  

県内主要企 業  500 社  

334 社（回答率  66.8％）  

 

「調査結果のポイント」  

新型コロナ ウイル スの感染拡 大で企 業活動が大 きく制 限される中 、業務 や  

サービスな どのデ ジタル化や ロボッ ト導入など 新技術 の活用が注 目され ている。

そこで、県 内企業 の新技術の 活用状 況について 調査し た。  

 

・新技術活用の有無…「活用し ている （今後活用 する ）」 は 34％  

「活用して いない （今後もし ない ）」 は 66％  

 

・目的…「業務 の効 率化・生産 性の向 上」が 87％と最多 。次いで「 非対面 ・  

非接触によ る感染 症予防」（ 32％）、「 現在のビジ ネスモ デルの変革 」  

（ 20％）の順とな った 。  

 

・具体的内容…「ウ ェブ会議の 導入 」が「既に行っ てい るもの」で 79％、「 今後  

行う予定」 のもの で 44％と最も 多か った。  

 

・活用方法…「既 に 行っている もの 」、「今後行う 予定の もの」とも に「新 しい

システム・設備 な どの購入 」、「外 部 との提携・委託 」、「デジ タル

人材の確保 、部署 の新設」の 順とな った。  

 

・投資額…「 0～ 5 百万円未満」 が 「既 に投資した 金額 」 で 73％、「今後の 投 資  

予定額」で 60％と 最も多かっ た。  

 

・新技術を活用していない（今後もしない）理由…「デジタル化 できない業 務 のた め」 

（ 57％）、「 費用対 効果が見込 めない 」（ 29％）が多かっ た。  
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新型コロナ ウイル スの感染拡 大で企 業活動が大 きく制 限される中 、業務 や  

サービスな どのデ ジタル化や ロボッ ト導入など 新技術 の活用が注 目され ている。

そこで、県 内企業 の新技術の 活用状 況について 調査し た。  

新技術活用の有無につ いて、「活 用し てい る（ 今後 活用 する）」 は 34％、「 活

用していな い（今 後もしない ）」は 66％となった（ 図 表 1）。業種別 にみ ると、

「活用して いる (今 後活用する )」 割合 は製造業と 小売業 、その他産 業 で 36％、

卸売業 29％、建設 業 28％となっ た。  

新技術活用の目的につ いて、「業 務の 効率 化・ 生産 性の 向上 」が 87％と 最 も

多く、次いで「非対 面・非 接触によ る 感染症予防 」（ 32％）、「現 在のビジ ネ スモ

デルの変革 」（ 20％ ）の順とな った（ 図表 2）。  

新技術活用の具体的内容について 、「 既に行って いるも の 」をみ ると「ウェ ブ

会議の導入」が 79％ と最も多か った（図 表 3）。次いで「 リモ ートワーク の導入 」

は 42％、「オンラ イ ンでの商談 」、「キ ャッシュレ ス決済 対応 」はと もに 33％だ

った。「ウ ェブ会議 の導入」は建設 業 で 100％となった ほ か、小売業 90％、卸売

業 89％となっ た。 また「キャ ッシュ レス決済対 応」は 小売業で 53％に上 った。 

「今後行う 予定の もの」をみ ると「 ウェブ会議 の導入 」が 44％と最も 多 く、

「社内手続 きのオ ンライン化 (書 類、 印鑑 )」（ 33％）、「 リモートワ ークの 導入」

（ 32％）、「 AI・ RPA 注 ） 導入に よる業務 の効率化 」（ 30％） の順となっ た。  

「キャッシ ュレス 決済対応」 は「既 に行ってい るもの 」 で 33％、「今後 行う

予定のもの 」で 18％と導入が 落ち着 きつつある 傾向を 示した。  

 新技術の活用方法について、「 既に 行っている もの」を みると「新し いシス テ

ム・設備 などの 購入 」が 80％と最も多 く、次い で「 外部と の提携・委託 」（ 31％）、

「デジタル 人材の 確保、部署の新 設」（ 10％）の順とな っ た（図表 4）。また「 今

後行う予定 のもの 」をみると「 新しい システム・設 備 な どの購入」が 80％ と最

も多く、次 いで「 外部との提 携・委 託」が 45％、「デ ジタル人材 の確保 、部署

の新設」が 21％と 「既に行っ ている もの」と同 じ順と なった。  

新技術活用の投資額につい て、「 既に 投資 した 金額 」を みる と 「 0～ 5 百万 円

未満」（ 73％） が最 多で、 次い で「 1 千 万～ 5 千万円 未満 」（ 17％）、「 5 百万～ 1

千万円未満 」（ 5％）が続いた（図表 5）。また「今後の投 資 予定額」をみ ると「 0

～ 5 百万円未満 」（ 60％）が最多で、次 いで「 1 千万～ 5 千万円未満 」（ 22％）、「 5

百万～ 1 千万円未 満 」（ 16％ ）が続い た 。全体 的に 5 百万 円以上投資 する企 業割

                                                
注 ）  R P A… ソ フ ト ウ エ ア ロ ボ ッ ト に よ る オ フ ィ ス 業 務 の 自 動 化 。 R o b o t i c  P r o c e s s  A u t o m a t i o n の 略 。 
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合が増加す る見込 みとなった 。  

新 技 術 を 活 用 し て い な い （ 今 後 も し な い ） 理 由 は 、「 デ ジ タ ル 化 で き な い 業

務のため」が 57％ と最も多く、次いで「 費用対効果 が見込 めない 」（ 29％ ）、「 IT

環境が整備 されて いない 」（ 18％）、「 費用・手数 料が高 い」（ 17％）な どと 続い

た（図表 6）。  

 

 

以  上  

 

                          【本件に関するお問い合わせ】  

                              ㈱九州経済研究所（℡  099-225-7491） 



図表１　新技術活用の有無

図表2　新技術活用の目的

　　　　図表3　新技術活用の具体的内容

　　・複数回答

注）・「活用している(今後活用する)」企業のみ回答

注）・「活用している(今後活用する)」企業のみ回答

　　・複数回答
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   図表4　新技術の活用方法　

　　・複数回答

　　
　　　図表5　新技術活用の投資額

注）・「活用している(今後活用する)」企業のみ回答

図表6　新技術を活用をしていない(する予定なし)理由

　  　・複数回答

注）・「活用している(今後活用する)」企業のみ回答

  注）・「活用していない(今後もしない)」企業のみ回答
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